
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
復水器から給水配管を介して給水を導きこの給水を脱気する脱気器と、この脱気器にて脱
気された給水を貯溜する脱気器貯水タンクと、この脱気器貯水タンクの下部に接続され給
水をボイラへ導く脱気器降水管と、この脱気器降水管から分岐して配設され前記脱気器貯
水タンクの水を系統停止時に脱気器ブロー回収弁を介して前記復水器へ導く脱気器ブロー
回収配管と、前記脱気器ブロー回収弁をバイパスして 脱気器ブロー 配管に接続さ
れたバイパス配管に配設され負荷しゃ断発生時に前記脱気器貯水タンクの水位に応じて開
閉制御される脱気器ブロー調節弁と、前記給水配管に接続され通常運転時に前記脱気器貯
水タンクの水位に応じて開閉制御され しゃ断発生時に全開制御される脱気器水位調節
弁とから成ることを特徴とするフラッシュ防止装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は汽力発電プラント等の給水設備に係わり、特にプラントの負荷しゃ断時等の急激
な負荷降下過程にて発生する脱気器フラッシュ現象を防止するフラッシュ防止装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】
汽力発電プラントでは、プラントの負荷しゃ断時等の急激な負荷降下にて脱気器貯水タン
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ク内にてフラッシュ現象が発生することがある。
また、ユニット起動時の給水ポンプ起動時に脱気器降水管及び給水ポンプ連絡管にてフラ
ッシュ現象が発生する場合もある。
【０００３】
このフラッシュ現象を従来給水設備系統の一部を示す図７を参照して以下に説明する。
図７に示す様に、従来の給水設備においては、脱気器１及び脱気器貯水タンク２は給水ブ
ースタポンプ３の吸込圧力を確保する為に給水ブースタポンプ３より高い位置に設置され
ている。給水は復水器（図示せず）から脱気器水位調節弁５、低圧ヒータ８を介して給水
配管１７から脱気器１へ導かれ、この脱気器１で加熱脱気された給水は脱気器貯水タンク
２へ導かれている。通常、復水器から導かれる給水はプラント負荷運転時は脱気器１の器
内圧力の飽和温度とほぼ等しい温度となっている。この給水を脱気器貯水タンク２に溜め
脱気器貯水タンク２内給水量は脱気器水位調節弁５により一定に保たれている。そして、
この脱気器貯水タンク２内の給水は脱気器降水管１５から給水ブースタポンプ３、給水ポ
ンプ連絡管１１、主給水ポンプ４を介して昇圧され供給配管１８からボイラ（図示せず）
へ給水される構成となっている。この供給配管１８の主給水ポンプ４の下流側には再循環
配管１９が接続されており、この再循環配管１９は給水ポンプ再循環弁１２を介して脱気
器貯水タンク２の上部に接続されている。
【０００４】
さらに、脱気器降水管１５には脱気器循環配管２０および脱気器ブロー回収配管２１が接
続されており、脱気器循環配管２０は脱気器循環ポンプ１３を介して給水配管１７の低圧
ヒータ８下流側に接続され、脱気器ブロー回収配管２１は脱気器ブロー回収弁７を介して
復水器に接続されている。
【０００５】
以上の構成において、負荷しゃ断時等の急激な負荷降下が発生した場合には、脱気器１へ
の加熱蒸気源であるタービン抽気がしゃ断され、脱気器１の器内圧力が急激に低下し、脱
気器貯水タンク２の給水温度は脱気器１の器内圧力の飽和温度より高くなってしまい、フ
ラッシュ現象が発生する。同様にプラント停止過程においても脱気器１へのタービン抽気
の減少により、器内圧力の降下スピードが脱気器貯水タンク２内の給水温度の降下スピー
ドより速い為、脱気器貯水タンク２の給水温度は脱気器１の器内圧力の飽和温度より高く
なってしまいフラッシュ現象が発生する。
【０００６】
従来、この様なフラッシュ現象を防止する為、実開昭５３－１０１１０１号に記載されて
いるように、脱気器１の器内圧力が低下した場合、脱気器１への蒸気源として抽気配管２
４に接続された補助蒸気配管２５から補助蒸気調節弁９を介して補助蒸気を供給し器内圧
力の低下を防止していた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、脱気器への蒸気源として用いる補助蒸気量には限度があり、急激な脱気器の器内
圧力を防止する為の必要量が確保できず脱気器の器内圧力の低下を完全に防止することが
出来ずフラッシュ現象が発生するおそれがあった。
【０００８】
また、主給水ポンプ起動の際に、脱気器降水管及び給水ポンプ連絡管に滞留していた給水
も同様にフラッシュし、管内にて気体と液体に分離し主給水ポンプ起動時に停止時間によ
っては、起動時の気体部への給水の突入によりハンマリングを起こす可能性があった。
【０００９】
この様なフラッシュ現象が発生すると、脱気器貯水タンクの水位が不安定となり、水位低
により主給水ポンプトリップまたは脱気器降水管及び給水ポンプ連絡管にてハンマリング
等のトラブルを起こすおそれがあった。
【００１０】
本発明は、これらの課題を解決するためになされたものであり脱気器、脱気器降水管、給
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水ポンプ連絡管にてフラッシュ現象が生じない様にしたフラッシュ防止装置を提供するこ
とにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために請求項１に係る本発明は、脱気器、脱気器降水管、給水ポンプ
連絡管にて発生するフラッシュ現象を防止する為に、脱気器貯水タンクより脱気器降水管
を経て主給水ポンプへ給水を供給する給水設備において、急激な負荷降下が発生した場合
に脱気器降水管より分岐し復水器へ接続されている脱気器ブロー回収管に調節弁を設け、
脱気器貯水タンク内の給水を急速に置換する制御を行うフラッシュ防止装置を提供する。
【００１２】
【作用】
上記構成による請求項１記載の本発明のフラッシュ防止装置によれば、急激な負荷降下が
発生した時に脱気器への復水の流入量を許容できる最大とし、脱気器貯水タンク内の給水
を復水器へ排出することで脱気器貯水タンク内の給水を短時間にて置換し脱気器貯水タン
ク内給水の温度を下げることによりフラッシュ現象を防止することができる。
【００１３】
【実施例】
以下、本発明の実施例を図面を参照して説明する。
図１は本発明の第１実施例を示す脱気器フラッシュ防止装置の系統構成図である。なお、
図１において、図７と同一部分には同一符号を付し、その部分の構成の説明は省略する。
図１において、脱気器１及び脱気器貯水タンク２は、給水ブースタポンプ３の吸込圧力を
確保する為に給水ブースタポンプ３より高い位置に設置されている。この構成は従来例と
同一であるが、本発明では脱気器貯水タンク２から給水ブースタポンプ３に至る脱気器降
水管１５の途中からプラント停止中に脱気器貯水タンク２内給水を排出する為に設けられ
ている脱気器ブロー回収配管２１に配設された脱気器ブロー回収弁７をバイパスするバイ
パス配管２２をこの脱気器ブロー回収配管２１に設け、このバイパス配管２２に脱気器ブ
ロー調節弁６を設置している。そして、脱気器貯水タンク２には高圧ヒータドレン回収弁
１０を介して高圧ヒータドレン回収配管２３が接続されている。さらに、脱気器１には抽
気が導かれる抽気配管２４が接続されており、この抽気配管２４には補助蒸気調節弁９を
介して補助蒸気配管２５が接続されている。そして、この構成によって、本実施例は図２
のように制御される。図２において負荷しゃ断時等の負荷降下が発生した場合、通常脱気
器貯水タンク２内の給水を一定レベルに制御している（ブロックＡ）脱気器水位調節弁５
ａを強制的に全開とし（ブロックＢ）、脱気器ブロー調節弁６を全閉状態（ブロックＣ）
から脱気器貯水タンク２内レベルを制御するモード（ブロックＤ）に移行される。
【００１４】
すなわち、脱気器水位調節弁５ａを強制開することで脱気器１及び脱気器貯水タンク２へ
給水を流しえる最大の流量にて供給し、脱気器ブロー調節弁６にて脱気器貯水タンク２内
の給水を排出することで脱気器貯水タンク２内の給水を短時間で置換させることができる
。この様に脱気器貯水タンク２内の給水を置換することにより脱気器貯水タンク２内の給
水の温度を下げ、脱気器貯水タンク２内の給水を脱気器１の器内圧力の飽和温度以下にす
ることでフラッシュ現象の防止を図ることができる。
【００１５】
なお、図２に示されるように、負荷しゃ断等の信号が解除されれば、ＮＯＴ回路Ｅ，Ｆに
よって通常モードとなり脱気器ブロー調節弁６が閉止され、脱気器水位調節弁５ａが脱気
器貯水タンク２の水位制御に変更される。
【００１６】
次に本発明の第２実施例を図１及び図３を参照して説明する。
図１は本発明の第２実施例の系統構成図であり、この構成は第１の実施例と同一であるの
で構成の説明は省略する。本発明では、図３に示すようにボイラの上流側に配設されボイ
ラに導入される給水を昇温させる高圧ヒータで凝縮された高温水である高圧ヒータドレン
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水を脱気器貯水タンク２へ回収している高圧ヒータドレン回収配管２３に配設され通常時
全開状態である（ブロックＧ）、高圧ヒータドレン回収弁１０を、負荷しゃ断等の急激な
負荷降下が発生した時に強制閉する（ブロックＨ）。すなわち、脱気器貯水タンク２への
高温水の流入を防ぐことにより、脱気器貯水タンク２内の給水温度の低下を図り、脱気器
１の器内圧力を飽和温度以下にすることでフラッシュ現象を防止することができる。
【００１７】
なお、図３に示すように負荷しゃ断信号が解除されれば、ＮＯＴ回路Ｉによって通常モー
ドとなり、高圧ヒータドレン回収弁１０は全開制御される。
次に本発明の第３実施例を図４を参照して説明する。なお図４において、図７と同一部分
には同一符号を付し、その部分の構成の説明は省略する。
【００１８】
図４は本発明の第３実施例の系統構成図であり、図４において給水ブースタポンプ３と主
給水ポンプ４との間の給水ポンプ連絡管１１には給水ポンプ連絡管１１、脱気器降水管１
５及び脱気器貯水タンク２内給水を排出する脱気器ブロー配管２６が脱気器ブロー調節弁
６ａを介して接続されている。そしてこの脱気器ブロー配管２６によって主給水ポンプ４
および給水ブースタポンプ３停止時に給水を排出することにより給水ポンプ連絡管１１及
び脱気器降水管１５内の給水を絶えず置換する。すなわち、脱気器貯水タンク２内給水を
絶えず脱気器降水管１５および給水ポンプ連絡管１１に流し続けることにより滞留水のフ
ラッシュを防止し、主給水ポンプ４および給水ブースタポンプ３起動時に脱気器降水管１
５及び給水ポンプ連絡管１１でのハンマリングを防止することができる。
【００１９】
次に本発明の第４実施例を図５及び図６を参照して説明する。なお、図５において、図７
と同一部分には同一符号を付し、その部分の構成の説明は省略する。図５は本発明の第４
実施例の系統構成図であり、図５において主給水ポンプ４の出口側供給配管１８より脱気
器貯水タンク２へ主給水ポンプ４の最低流量を確保できるよう給水を排出する給水ポンプ
再循環配管１９に給水ポンプ再循環弁１２をバイパスする循環弁バイパス配管２７を接続
し、脱気器循環ポンプ出、入口弁１６，１４を介して脱気器循環ポンプ２８を設置してい
る。
【００２０】
以上の構成における第４実施例の制御回路を図６を参照して説明する。
主給水ポンプ４と給水ブースタポンプ３が停止中に脱気器循環ポンプ出入口弁１６，１４
を全開にし、脱気器循環ポンプ２８を起動させる（ブロックＪ）。また、主給水ポンプ４
又は給水ブースタポンプ３が起動すると脱気器循環ポンプ出入口弁１６，１４を全閉し給
水は給水ポンプ再循環弁１２により制御される（ブロックＫ）。なお、図中ＬはＡＮＤ回
路、ＭはＮＯＴ回路を示している。
【００２１】
よって、脱気器循環ポンプ２８を主給水ポンプ停止中に運転することにより、脱気器貯水
タンク２内の給水を脱気器降水管１５及び給水ポンプ連絡管１１に通水することにより、
滞留水によるフラッシュを防止し、主給水ポンプ起動時のハンマリング現象を防止するこ
とができる。
【００２２】
【発明の効果】
以上説明したように、請求項１に係る本発明によれば脱気器貯水タンク内の給水温度を脱
気器器内圧力の飽和温度低下に保つことができ、負荷しゃ断等の急激な負荷降下時に脱気
器貯水タンク内でのフラッシュ現象を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１および第２の実施例を示すフラッシュ防止装置の系統構成図。
【図２】本発明の第１実施例に適用する制御回路図。
【図３】本発明の第２実施例に適用する制御回路図。
【図４】本発明の第３実施例を示すフラッシュ防止装置の系統構成図。
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【図５】本発明の第４実施例を示すフラッシュ防止装置の系統構成図。
【図６】本発明の第４実施例に適用する制御回路図。
【図７】フラッシュ防止装置の従来例を示す系統構成図。
【符号の説明】
１…脱気器
２…脱気器貯水タンク
３…給水ブースタポンプ
４…主給水ポンプ
５，５ａ…脱気器水位調節弁
６，６ａ…脱気器ブロー調節弁
７…脱気器ブロー回収弁
８…低圧ヒータ
９…補助蒸気調節弁
１０…高圧ヒータドレン回収弁
１１…給水ポンプ連絡管
１２…給水ポンプ再循環弁
１３，２８…脱気器循環ポンプ
１４…脱気器循環ポンプ出口弁
１５…脱気器降水管
１６…脱気器循環ポンプ入口弁
１７…給水配管
１８…供給配管
１９…再循環配管
２０…脱気器循環配管
２１…脱気器ブロー回収配管
２２…バイパス配管
２３…高圧ヒータドレン回収配管
２４…抽気配管
２５…補助蒸気配管
２６…脱気器ブロー配管
２７…循環弁バイパス配管
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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